
令和7年2月16日

国土交通省 九州地方整備局 川辺川ダム砂防事務所

川辺川の新たな流水型ダムについて

資料１



川辺川の流水型ダムの必要性について

○川辺川と球磨川（川辺川合流上流）は、同規模の河川。
○過去に氾濫をもたらした昭和40年、昭和57年、平成17年、令和２年７月洪水では、

川辺川と球磨川の洪水のピークが同時刻。
○このため、川辺川の流水型ダムにより、洪水のピークを調節する（ずらす）ことが有効。
○治水対策として、掘削、引堤、放水路等の案もあるが、実現性、環境影響、コスト、

維持管理等の観点から、流水型ダムを含む河川整備が最も有効と評価。
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出典：地理院タイル全国ランドサットモザイク画像に
県市町村界、県市町村名、河川、河川流域を追記して掲載

データソース：Landsat8画像（GSI,TSIC,GEO Grid/AIST）

川辺川流域
（約533km2）

流水型ダムは川辺川流域の約90％
の範囲の雨を貯めることが可能

（流域全体の25％）

市房ダム集水域
（約157.8km2）

ダム建設予定地

令和2年7月豪雨では、ダム下流から河口まで全川（約86k区
間）に渡り、ピーク水位を概ね１～3ｍ低下させる効果あり
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ピーク流量の時差
約１時間

ピーク流量の時差
約１時間

柳瀬（川辺川）

一武（球磨川）



川辺川の流水型ダムの規模 2
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洪水調節容量

 約119,000千m³

計画堆砂量 約 1,000千m³
貯水地内盛土等 約10,000千m³
（生活再建対策盛土、斜面安定対策盛土）

総貯水容量

約130,000千m³

注）上記諸元については検討の進捗により変わる可能性があり、

「計画堆砂量・貯水地内盛土等」は現時点で必要と見込まれる量です。
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洪水調節容量

 約84,000千m³

総貯水容量

約133,000千m³

＜貯留型ダム＞

計画堆砂量
約27,000千m³

利水容量
約22,000千m³

○川辺川に新たな流水型ダムの建設を位置付けた河川整備計画が令和４年に策定。
○将来の地球温暖化による雨の増大に対応するため、洪水を貯める能力を旧計画の

約1.4倍としている。



環境影響の最小化に向けた新たな流水型ダムの構造

〇現在の自然な状況をできる限り維持した新たな構造の流水型ダム。
〇魚類（アユ）や土砂が移動する経路を確保できるよう、〔晴/雨時〕と〔豪雨時〕での流れ

を分離。
〇〔晴/雨時〕；①②③から放流、〔豪雨時〕；④⑤から量を調整しながら放流。
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① ② ③
④ ⑤

非常用洪水吐き
計画を超える大規模洪水時においても、

常用洪水吐きとともに的確に流量を放流
する機能が求められます。

河床部放流設備
平常時から一定規模の洪水まで

流下させる機能が求められます。
さらに、川辺川の流水型ダムでは、

生物の移動経路や土砂の移動など
の自然状況をできる限り確保します。

常用洪水吐き
洪水調節の際に使用する放流設

備であり、確実な流量コントロール

を行う機能が求められます。

減勢工（副ダム含む）
様々な流量に対して効果的かつ

安定した減勢機能が求められます。

さらに、川辺川の流水型ダムでは
河床部放流設備と同様に、生物の
移動経路や土砂の移動などの自然
な状況をできる限り確保します。

川辺川の流水型ダムのイメージ（ダム下流水面付近から望む） ※本イメージは、現時点の設計案に基づき作成しており、今後変更の可能性があります。



〔つくば市内の土木研究所内の実験施設〕

〇令和４～５年度は、 約1/60の大型模型を用い、流水型ダムの放流設備等の構造を検討。
○令和６年度からは、1/30の超大型模型を用い、増水時の川底の石の動き、平常時の

川の流れの確認、更に、流木を止める施設の検討を行う。

水理模型実験による流水型ダムの構造検討 4

約100m

ダム上流河道

椎葉谷川
ダム下流河道

1/30 模型の空撮

常用洪水吐き2条

河床部放流設備3条

流水型ダム

〔実際の約1/60 の大きさ〕 〔実際の1/30 の大きさ〕

模型実験の結果を踏まえ
ダムの構造を繰り返し改善

原型

改良



約1/60の大型模型による放流設備等の構造の検討

豪雨時

5m 6m

流速小 流速中 流速大

ダムサイトで確認された魚類すべて移動可能

〇年に１回～2回程度の頻度で、中央の放流管3門を閉じ、両サイドの放流管を用い、下
流の安全性を確保しながら放流。

※水理模型実験の様子
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異常洪水時防災操作

※水理模型実験の様子

中央3門→閉じる



〇ダム本体を含むダム下流からダム上流までの2.6kmの範囲を再現。
※更に上流3.6kmの範囲を再現するため、模型を延伸する作業を実施中

○ドローン撮影で把握した川底の石や巨石などの分布状況を忠実に再現。
○出水後でもダム底部の放流管や減勢地内に適度に石が留まり、水面の連続性が確保

され、アユを含む生物の移動経路が確保されるか等について、検証を実施中。

1/30超大型模型による環境配慮を追求 6

現地を模した、粒径の異なる３種類の実験土砂を敷設 河床部放流設備内の石礫の状況変化（洪水時～平水時）

石

レキ

巨石

※実験の様子を動画(7分）を用いて説明



川辺川の流水型ダムの洪水調節操作のポイント

○下流で濃い濁りが極力発生しないよう、下流の安全性を確認しながら、貯めた洪水を
速やかに放流し、ダムの上流の石や砂を流すようにするために、洪水調節操作ルール
を令和4年河川整備計画策定から何度も改良を重ねた。

石礫（一部残る可能性あり）
※次の一定規模の洪水で

下流に流れる可能性あり

石礫
（一部下流に流れるが、

減勢工内留まる可能性あり）

＜横から見た状況＞

水位上昇

砂（沈降する）

砂（下流に流れる）

流速回復

※洪水調節中、洪水調節地内に残ったシルト・粘土や砂の
多くは、下流へ流れる。

※シルト・粘土や砂の一部は水際・河原及び陸域等に
薄く残る可能性あり
（次の降雨等で河川に流出する可能性あり）

シルト・粘土
（一部は洪水調節地内に

沈降して残る可能性あり）

凡例
水の流れ
土砂の流れ

シルト・粘土
（浮遊したまま流れ、

常用洪水吐き
から排出される）

【流水型ダム】洪水時のイメージ

副ダムは設置しない
（常用洪水吐き下流は設置する）

副ダムは設置しない
（常用洪水吐き下流は設置する）
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濁り成分が沈殿し、底
層の濁りが濃くなる×

洪水を貯め
続けると

下流が安全
であれば速
やかに放流



環境保全のためのダム操作の変更 8

○水没地の利活用に支障をきたさないよう、また、動植物への影響を抑えるために、下流
で氾濫の可能性がなくなった際に、貯めた水を速やかに放流することで、水没地の冠水
する頻度を大幅に低下させている。

ダム操作の変更前 ダム操作の変更後

渓流ヴィラ

五木源パーク

五木源パーク

渓流ヴィラ

五木源パーク

渓流ヴィラ

渓流ヴィラ

５年に１回程度の冠水頻度 ５年に１回程度の冠水頻度

１０年に１回程度の冠水頻度 １０年に１回程度の冠水頻度
五木源パーク

※現地形をもとにメタバース（仮想空間）で再現しており、引き続き、五木村と協議し、新たな平場造成などを検討していく。
※冠水頻度については、環境影響評価から更に検討を加えたもの。

最高水位
が9m低下

最高水位
が5m低下



ダムにより洪水を貯めることで冠水する頻度と範囲 9

※既往実績洪水２２４洪水を、流水型ダムで洪水調節した場合の貯水位を
表示したものである。

※冠水頻度は環境影響評価から更に検討を加えたものである。
※今後の検討の進捗により変わる可能性がある。



濁りの発生を更に抑える対策

2022年12月

○洪水を貯めた後に、平場に堆積した細かな砂が、その後の平常時において、小規模の
降雨により、河川に流出し、薄い濁りが発生する可能性あり。
⇒ 必要な対策（排水路及び沈砂池、路面に堆積した土砂の維持管理等）を実施。
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既往流水型ダム（辰巳ダム）の
洪水調節後の堆積状況

×
平場に堆積した細かな砂を
河川へ流出させない



水没地内の土砂堆積抑制 11

○下流で氾濫する規模の洪水（３０年に１回程度）では、どうしても五木村の水没地内が貯
めた洪水で冠水してしまう。

○五木村内に製作した大型模型実験施設を用いて、一時的に冠水した後の土砂の堆積
状況を再現し、水没地内の維持管理も含め必要な対策を村と協議しながら検討中。

模型の再現範囲

R5.9.15撮影

約６０ｍ



水没地内の土砂堆積抑制 12

○３０年に１回程度の貯水では、標高が低い平場に土砂が堆積しやすい傾向が、大型の
水理模型実験で確認。

○対策として、施設の利用状況、自然環境や風景の観点から、平場造成の配置や形状に
ついて、関係者と協議し検討を進める。

現地形 平場造成

土砂（細かな砂）が堆積
河川内は評価できない

平場の利活用については関係者と協議

（注意）平場整備の候補地を示したものであり、整備が決まったものではない。

※実験の様子を動画（2分）を用いて説明



国道445号を通行する工事用車両について

○工事用車両が通行することによる騒音・振動、更にすれ違い時における一旦停止など、
地域の方々にご迷惑をおかけしている。

○対策として、ダンプがすれ違わないようにするための運行ルートやルールの変更、家屋
に接している区間の路面の改良（騒音の抑制や水はねを防ぐための排水性舗装の実施）、
離合箇所の整備、歩行者への安全対策を道路管理者と協議しながら実施。
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低騒音（排水性舗装）

ダンプトラックのすれ違い

路面の改良（低騒音、水はね防止）

関係機関による
運行ルートや
ルールについて
協議を実施

川辺川管内交通安全協議会

「川辺川管内交通安全協議会」
趣 旨：大型工事車両通行における遵守事項の徹底、

並びに、各事業の情報共有や調整等を実施
参加機関：国土交通省、熊本県、相良村、五木村

九州電力（株）、JNC（株）
令和６年度は、６月１８日に第１回協議会、９月２日に

第２回協議会を実施相良北小学校前バス停
離合箇所を
複数整備

路面の改良



旧国道445号の復旧

〇工事用車両の迂回路、及び、将来の水没予定地内の利活用や管理のため、令和２年７月豪雨
等で被災した旧国道445号の復旧工事を実施中。

○流水型ダム本体着手（R9）までに通行できるよう工事を進めている。
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野々脇（道路崩壊、斜面崩壊）

小浜（道路崩壊、斜面崩壊）

三方谷（道路崩壊、斜面崩壊）

復旧の状況（モルタル吹付）

ダムサイト

銀杏橋

五木村役場



付替村道の整備（ダムサイト～頭地線、久領～掛橋線）

〇現在、逆瀬川１号橋の架橋に向け、工事用進入路の復旧を実施中。
○また、令和６年１１月１１日より逆瀬川の下流（銀杏橋より上流）の未舗装区間の整備に向け、

除草・伐採作業に着手。
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付替国道445号

旧国道445号

銀杏橋

逆瀬川

完成イメージ図

逆瀬川１号橋

現況



五木村における新たな平場整備の状況

〇五木村において、平場の確保は、企業誘致や住まいの確保をはじめとする様々な振興策を
実現するために必要な喫緊の課題である。今後、村と協議が整い次第、速やかに整備を推進。

○今年度は平場整備のための測量・地質調査を実施し、可能な箇所から工事に着手。
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頭地・高野地区の全体平場検討（最大約２０ha） （注意）平場整備の候補地を示したものであり、
整備が決まったものではない。

平場候補地の位置図



A.村道間平場

B.小学校前平場

令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度年度
項目

五木東小学校前の平場整備

〇早期に利活用可能な平場を整備するため、村道間、五木東小学校前の平場整備に着手。
○施工方法の工夫（村道の切り替え、通行止め期間を短くする）を行うなど頭地地区をはじめ地域

の皆様に極力ご迷惑をかけないよう工事を進める。
○現道（村道中学校線）を通行させながら工事を行うため、現行の迂回路整備に着手し、安全性

を確保するために地盤改良等も行い平場工事を行う。
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A.村道間平場
面積620m2

・駐車台数（10～15台）

B.小学校前平場
面積3,600m2

・駐車台数（80～90台）

スケジュール

現況道路 ：
付替道路 ： 1

1

【広さの目安】



斜面安定対策

○現在、地形の形状などから地すべりの可能性がある箇所について、地質調査を実施中。

○地質調査により、すべり面の特定や、地盤の動態調査（モニタリング）等を実施し、ダム完成前
に、安全性が基準に満たない箇所すべて対策を実施していく。
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●貯水位変動に伴う斜面地すべりイメージ（一例）
・水位上昇時

・水位下降時

貯水位上昇に伴い、
水が土中に浸透

貯水位低下時に、地盤が重くなり
地盤がすべる力が、抵抗する力よ
り大きくなることで、地盤が動く

地下水位

ダム出張所分館

出典：国土地理院地図

現在、地質調査を行っている箇所（６箇所）以外の箇所についても、
順次地質調査を実施予定

地質調査の実施状況

宮目木

野々脇

溝口

●斜面地すべりの対策イメージ（一例）

下部CSG

上部盛土

・対策工の一例（押え盛土工）

押え盛土工

他ダム事例（押え盛土工）

地盤がすべる力に抵抗する力を押え盛土に
よって付加する



斜面安定対策（瀬目地区）

○瀬目トンネルがある野々脇地区は、過年度より旧トンネルに変状が発生するなど、その要因は
地すべりによる影響と評価されている。

○この地すべりに対し、押さえ盛土による対策や迂回道路の整備の検討を行っているところ。
○迂回道路の整備にあたっては、引き続き、瀬目集落や関係者と今後、協議を行いながら検討を

進める。
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迂回道路イメージ
※ルート選定にあたっては、
地元と協議し進めてまいります。

現道

瀬目集落

迂回道路の設置
ダム出張所分館

瀬目トンネル

影響を受ける範囲
（地すべり区域）

瀬目集落



ダム本体の施工について

○本体の施工中は、川辺川を転流させ、かつ工事により発生する濁水やアルカリ性の水を
処理する施設を整備し、下流の水質を維持。

○本体に必要な骨材（石）は、ダムの上流の洪水調節地内から採取するなど、極力、洪水
調節地内で工事用車両（ダンプ）を循環させながら施工を実施。
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国道445号藤田トンネル

四浦トンネル

人吉方面

藤田橋

濁水処理設備（立野ダム）

付替村道

付替村道
凡例

仮排水路トンネル呑口 仮排水路トンネル吐口重ダンプ（55tDT）（大分川ダム）

工事用車両走行路
重ダンプ走行路

転流



ダムサイトの景観や利活用について

○ダムサイトの景観や利活用について、今後、地域の皆様のご意見を伺いながら検討を進
めて行く。
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ダムを活用したイベント、ツアー等のイメージ

展望所

物産館（ななせダム：大分）

休憩所

ダム周辺に整備された施設の例

圧迫感のないように
低明度かつ低彩度にする



直轄砂防事業について

22



八代市泉町

五木村

相良村

○流路延長 ： ６２km ○流域面積 ： ５３３km２

○流域市町村 ： 八代市泉町、五木村、相良村

■事業の目的

○下流河川の河床上昇に伴う洪水被害の防止

○人家・公共施設等に対する直接的な土砂災害の防止

［川辺川砂防事業の概要］

［川辺川流域の概要］

■整備状況

〇令和７年１月末時点で、１２２基の砂防施設が完成。

川辺川流域図

昭和38年 集中豪雨災害

■事業経緯と主な災害

直轄砂防事業区域 ： ４９８ｋｍ２

（計画基準点 平川橋）

平川橋

■中期計画事業費（平成２４年～令和２１年）

〇約１８５億円
■事業期間

〇昭和４２年度～

球磨川水系（川辺川）直轄砂防事業について 23



砂防堰堤の目的 ～土砂災害による被害を防止～

砂防堰堤は、河床上昇に伴う洪水氾濫被害
から民家・公共施設等を守ります。

砂防堰堤は、土石流による被害から民家・
公共施設等を守ります。

田 口 砂 防 堰 堤（五木村）

小 川 第 ２ 砂 防 堰 堤（五 木 村） H24.7

土石流発生後

約5,100m3捕捉

普段の田口砂防堰堤

除石して土砂を再び捕捉します。

24



砂防堰堤の整備の状況 25

〇土砂と洪水による氾濫の防止、及び、土石流から家屋等を守るために、五木村内で
砂防堰堤整備を鋭意実施中。

○また、令和６年１２月８日に、川辺川上流（樅木地区）において、新たに砂防堰堤整備に
着手。

樅木川第３砂防堰堤（樅木地区）

完成イメージ図

入鴨川第８砂防堰堤（吐合地区）横手谷砂防堰堤改築（横手地区）

小川第２砂防堰堤（平瀬地区）



横
手
谷

H16・17の台風出水による大規模な山腹崩壊（約200箇所）（八代市）

五木村横手谷の大崩落（S38.8集中豪雨） 約230万m3の土砂が流出

川辺川

H10.6 五木村栗鶴川の河道閉塞

川辺川流域における過去の災害 26



○これまでに、砂防堰堤１２２施設が完成。
○現在、実施中の事業箇所に加え、宮園上流～五木ダムサイト間に五木砂防ダム群及び梶原川上流に砂防堰堤を整備し、

土砂・洪水氾濫対策及び土石流対策を集中的に実施。

人吉市

相良村

五木村

小川第２砂防堰堤
（継続事業）

横手谷砂防堰堤改築
（継続事業）

初神地区砂防堰堤群
（継続事業）

令和６年度実施計画 ７箇所
（うち工事実施は５箇所）

●：工事 ：調査設計・用地

八代市泉町

山の津谷川砂防堰堤
（新規事業）

※注意R6.7時点の計画です

樅木川第３砂防堰堤
（継続事業）

入鴨川第８砂防堰堤
（継続事業）

宮目木川第２砂防堰堤
（新規事業）

令和６年度の事業実施箇所

・五木上流砂防堰堤群（仮称）

・梶原川上流の砂防堰堤

等の検討に着手

県が実施する流域保全総合治山事業（五木地区
R4～R8、五家荘地区R6～R10）や、五木村宮園

地域、竹の川地区での治水事業と連携を図り、
早期かつ段階的に効果が発現できるよう整備の
進捗を図る。

事業の進捗見込み（今後の整備個所） 27



五木上流砂防堰堤群（仮称） ※現在検討中 28

令和９年度令和８年度令和７年度令和６年度

本体工事
用地買収

砂防指定地等

模型実験
測量設計等

配置検討
基本設計

〇令和９年に砂防堰堤整備に着手することを目標に、現在、配置検討を実施中。
○土砂・洪水による宮園地区や竹の川地区の氾濫を防ぐために、様々な規模や降り方の

雨を用いて、解析（水と土砂の流れの計算）により、効果的な施設配置を検討中。

国道４４５号

川辺川

至 八代市
久連子方面

至 五木村 役場方面

五木上流砂防堰堤（仮）

五木上流砂防堰堤（仮）

「ひかり輝く新たな五木村振興計画」に記載

土砂・洪水氾濫が想定されるエリア

宮園地区周辺 竹の川地区周辺

宮園橋

国道４４５号

国道４４５号

川辺川

梶原川

川辺川

竹の川橋

下梶原橋



N

梶原川

34k
35k

36k

横手谷川

栗鶴川

37k
38k 39k

40k

41k
42k

小鶴川

取水堰
砂防堰堤
整備予定地

宮園橋

砂防堰堤整備（案）

五木上流砂防堰堤群（仮称） ※現在検討中 29

〇大量の土砂を止めるために、解析により得られた効果的な箇所で、大型の砂防堰堤を
整備。

○さらに、１基の砂防堰堤では不足するため、下流と上流で必要な砂防施設（改良含む）
を現在検討中（流木を止める施設含む）

竹の川地区
宮園地区

国道445号

川辺川

完成イメージ図

38k付近に整備予定の砂防堰堤イメージ

川辺川

完成イメージ図



五木上流砂防堰堤群（仮称） 大型模型実験概要 30

〇来年度、約１/８０の規模の大型模型実験施設(約１００ｍ）を製作し、土砂・洪水氾濫に
対する砂防施設の効果を検証し、砂防施設配置の改善を行う。

○実験の様子が分かるように動画等を作成し、改めて説明を行う。

砂防堰堤

砂防堰堤

砂防堰堤
砂防堰堤

砂防堰堤

←

砂防堰堤

砂防堰堤

砂防堰堤

砂防堰堤

模型のイメージ（他河川の事例）：縮尺1/80、模型延長120m

N

梶原川 横手谷川

栗鶴川

小鶴川

取水堰
砂防堰堤
整備予定地

模型作成範囲 7.8㎞（模型約100m） ※施設効果の把握を先行実施し、その後下流部の模型を追加製作し流況を確認予定

宮園橋

約4.2㎞（模型約55m）：流況確認用 約3.6㎞（模型約45m）：施設効果把握用

模型製作範囲（案）
縮尺1/80
模型延長約100m

34k
35k

36k
37k

38k 39k

40k

41k
42k

模型製作範囲



要望対応について

○令和６年７月に確認した新たな五木村振興計画に基づき、村民の皆様からのご要望を踏
まえ、村の持続的な発展のために、必要な対応を実施。

31

水道施設の補修等

代替地の維持管理

頭地給水施設沈砂
池堆積土砂撤去

水道管の交換

取水施設の更新

下谷すべり対策

中学校校舎補修

頭地排水路補修

除草

退避場整備

安全・安心対策等

元井谷合流点土砂撤去

その他

宮目木地区 作業道整備

九折瀬村道補修

平野川堆積土砂撤去

栗鶴地区護岸補修
（施工中）


